【産地や和装製品の特色がわかる写真（参考）】

西陣織制作工程
○紋意匠
実際に織機で製織する際に必要な紋紙データを作成する。ここで作成したデータが設計図となり，これに沿って織られていく。
[image: テレビを見ている男

中程度の精度で自動的に生成された説明][image: 布 が含まれている画像

自動的に生成された説明]

○糸浸染
　噴射式綛染機を使用し，１０ｋｇから６０ｋｇ単位で染め上げていく。
[image: 屋内, 人, 立つ, 男 が含まれている画像

自動的に生成された説明]
全く同じ色は出ないため，一期一会のようなところがある。如何にその色へ近づけるか，色合わせする。色合わせの基本は，淡い色に色（染料）を加える。万が一濃くなりすぎたら，やり直すが，ハイドロ（還元性脱色剤のハイドロサルファイトナトリウム）で色を抜くほか，ムラになりにくい石鹸で色を抜くことが多い。
[image: C:\Users\fuqbb790\Desktop\写真\写真 3.JPG][image: トレイの上にあるいろんな食べ物

中程度の精度で自動的に生成された説明]


○整経
　西陣織の織物は，少ないもので三千本，多いものでは八千本の経糸が使われており，これらの必要な長さと本数の経糸を準備するのが整経。
[image: テーブル, 椅子, コンピュータ, 座る が含まれている画像

自動的に生成された説明]

○製織工程
実際に設計図や指示書に沿って，丁寧に織り上げていく。
[image: C:\Users\fuqbb790\Desktop\写真 1.JPG][image: 屋内, テーブル, 座る, 窓 が含まれている画像

自動的に生成された説明]
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